
 

 

 

 

 

第２章 介護保険施設等利用者調査 
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31.4 19.8 30.2 13.2 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=318)

山東地域 伊吹地域 米原地域 近江地域 無回答

60.7 21.4
0.9

9.7
2.2

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=318)

介護老人福祉施設等

介護老人保健施設（老人保健施設）

介護医療院、介護療養型医療施設（療養病床）

グループホーム

その他

無回答

１ 基本属性 

(1) 入所(院)前の居住地域 

入所（院）前の住まいは、「山東地域」が31.4％、「伊吹地域」が19.8％、「米原地域」30.2％、

「近江地域」が13.2％となっています。 

図表２－１ 入所(院)前の居住地域 

 

 

 

 

(2) 施設の種類 

現在利用している施設の種類は、「介護老人福祉施設等（特別養護老人ホーム、地域密着

型特別養護老人ホーム）」が60.7％、「介護老人保健施設（老人保健施設）」が21.4％、「介護

医療院、介護療養型医療施設（療養病床）」が0.9％、「グループホーム」が9.7％となってい

ます。 

「その他」として、「有料老人ホーム（２人）」「介護付有料老人ホーム」「養護老人ホーム

（２人）」の記載がありました。 

図表２－２ 施設の種類 

 

 

 

 

 

 

 

【介護老人福祉施設等（特別養護老人ホーム、地域密着型特別養護老人ホーム）】 介護の必要な高齢者に

入浴、排せつ、食事等の日常の世話、健康管理、機能訓練、療養上の世話をする施設。 

【介護老人保健施設（老人保健施設）】 比較的病状の安定している人が、医学的管理のもとで介護、看護、

リハビリテーションを受けながら在宅復帰を目指す施設。 

【介護療養型医療施設（療養病床）】 慢性期疾患などで長期的な療養を必要とする要介護者のための施設。 

【認知症対応型共同生活介護（グループホーム）】 認知症高齢者が家庭的な雰囲気の中で共同生活し、入

浴、排せつ、食事等の日常の世話、機能訓練を行い、能力に応じ自立した生活を営む施設。 
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20.4

20.2

23.5

16.1

57.1

75.2

79.8

76.5

100.0

83.9

42.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=318)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

男性 女性 無回答

施
設
の
種
類
別

0.6

1.5

0.4
0.5

1.5

0.9

3.1

0.4

1.0

1.5

3.1

7.7

2.1

3.6

2.9

3.2

6.3

9.2

5.9

7.3

4.4

6.5

14.3

14.8

20.0

14.2

11.9

13.2

33.3

32.3

42.9

25.8

18.5

29.3

26.9

33.8

22.6

43.7

40.0

47.3

48.7

41.2

66.7

35.5

42.9

4.7

0.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=318)

男 性（N= 65)

女 性（N=239)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

65歳未満 65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳 85～89歳

90歳以上 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

(3) 性 別 

対象者の性別は、「男性」が20.4％（65人）、「女性」が75.2％（239人）と女性が非常に多

くなっています。 

図表２－３ 性 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 年 齢 

対象者の年齢は、＜75歳未満＞が4.6％、＜75～84歳＞が21.1％、＜85歳以上＞が69.5％

となっています。男性は女性に比べて＜85歳未満＞が高く、女性は＜85歳以上＞が高くなっ

ています。 

図表２－４ 年 齢 

 



102 

(5) 部屋の形態 

対象者が利用している部屋の形態は、「ユニット型個室」が34.9％、「従来型個室」が18.2％

となっており、合計した＜個室＞は53.1％です。これまでの調査と比べると、「ユニット型

個室」が高くなり、「多床室」が低下してきています。 

図表２－５ 部屋の形態（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ユニット型個室】 入所者の自立的生活を保障する個室と、少人数の家庭的な雰囲気の中で生活で

きる共有スペースを備えている。 

【従来型個室】 一つの居室を一人の入所者が占有する形態。 

【多床室】 一つの居室を複数の入所者で利用する形態。 

 

 

17.7

26.8

32.5

34.9

36.9

36.4

45.1

8.8

54.8

14.3

12.8

14.3

21.5

18.2

32.3

15.5

16.6

11.8

41.9

71.4

67.0

55.4

42.6

39.6

26.2

45.6

36.3

76.5

66.7

14.3

2.5

3.6

3.4

7.2

4.6

2.5

2.1

2.9

33.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

ユニット型個室 従来型個室 多床室 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

全

体
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30.0

36.3

30.8

34.3

32.3

34.7

34.7

33.8

66.7

25.8

57.1

13.8

10.1

11.4

11.6

23.1

8.8

11.4

8.8

16.1

28.6

7.9

6.5

5.1

7.9

6.2

8.4

7.8

10.3

6.5

41.9

35.1

41.4

38.1

33.8

39.7

36.3

45.6

33.3

41.9

14.3

3.4

7.1

7.6

7.9

4.6

7.9

9.3

1.5

9.7

3.0

4.8

3.8

0.3

0.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

一人暮らし 夫婦のみの世帯

高齢者本人と配偶者以外の高齢者のみの世帯 65歳未満の家族との同居世帯

その他の世帯 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

全

体

(6) 入所(院)前の世帯 

施設を利用する前の世帯は、「65歳未満の家族との同居世帯」が38.1％と最も高く、次い

で「一人暮らし」（34.3％）、「夫婦のみの世帯」（11.6％）の順となっています。 

図表２－６ 入所(院)前の世帯（過去の調査との比較） 
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0.4

0.5

0.3

0.4

1.2

3.2

3.0

2.0

0.8

1.9

3.1

1.3

1.5

1.2

2.2

1.6

1.5

3.2

4.8

3.9

4.8

2.5

3.8

7.7

2.9

6.7

3.0

3.7

4.3

1.6

7.4

6.5

28.6

9.6

11.8

13.1

5.5

9.4

12.3

9.2

14.9

6.1

10.8

2.6

20.6

22.6

28.6

22.6

24.1

23.2

34.2

26.1

24.6

26.4

33.3

25.4

28.0

23.7

26.4

30.9

22.6

27.4

29.6

29.8

32.1

36.5

33.8

36.4

20.0

34.3

32.9

40.3

41.5

23.5

66.7

25.8

42.9

25.7

27.1

23.8

24.1

21.7

18.5

23.0

40.0

19.4

26.8

18.7

26.4

16.2

33.3

12.9

6.5

1.0

5.4

0.8

0.3

0.4

1.5

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成19年 （N=230)

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

全

体

年

齢

別

２ 利用者の状況 

(1) 要介護度 

要介護度は、「要介護４」が36.5％と最も高く、次いで「要介護３」「要介護５」の順とな

っています。３者の合計は84.3％です。特別養護老人ホームの利用は原則として要介護３以

上です。介護老人保健施設、グループホームでは、「要介護２」が20％を上回っています。

その他の施設は有料老人ホームや養護老人ホームであり、７人中「要介護１」「要介護２」

が４人となっています。 

図表２－７ 要介護度（過去の調査との比較） 
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11.3

4.8

11.4

10.7

13.8

10.5

6.7

10.4

14.6

9.4

4.1

32.4

33.3

3.2

14.3

11.3

4.8

14.3

7.2

7.7

7.5

6.7

9.0

4.9

8.6

3.6

14.7

33.3

9.7

28.6

15.8

15.5

10.5

11.9

9.2

12.6

6.7

13.4

11.0

12.2

14.5

7.4

6.5

14.3

14.8

23.2

18.6

17.3

21.5

15.1

20.0

17.9

19.5

13.7

18.1

11.8

33.3

19.4

11.3

13.7

9.7

16.0

13.8

17.2

13.3

16.4

19.5

15.1

17.6

13.2

19.4

14.3

12.3

15.5

15.2

13.5

12.3

13.0

20.0

7.5

7.3

18.0

14.5

11.8

9.7

13.8

8.3

11.8

13.5

9.2

14.6

6.7

16.4

14.6

12.2

15.0

2.9

29.0

14.3

6.9

3.6

3.8

3.8

1.5

4.6

6.7

4.5

4.9

2.9

5.2

1.5

3.2

2.5

10.7

4.6

6.0

10.8

5.0

13.3

4.5

3.7

7.9

7.3

4.4

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

３か月未満 ３か月～６か月未満 ６か月～１年未満

１年～２年未満 ２年～３年未満 ３年～５年未満

５年～10年未満 10年以上 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

全

体

年

齢

別

(2) 施設の利用期間 

現在の施設の利用期間は、「３か月未満」「３か月～６か月未満」「６か月～１年未満」を

合計した＜１年未満＞は29.8％、「１年～２年未満」が17.3％、「２年～３年未満」が16.0％、

「３年～５年未満」が13.5％となっています。「５年～10年未満」と「10年以上」を合計し

た＜５年以上＞は17.3％です。平成28年と比べると、「２年～３年未満」が高くなり、「３か

月～６か月未満」が低下しています。 

施設の種類別にみると、介護老人保健施設、介護医療院等、その他の施設は＜１年未満＞

が50％以上を占めています。介護老人福祉施設等、グループホームの利用期間はさまざまで、

＜５年以上＞も20％以上となっています。 

図表２－８ 施設の利用期間（過去の調査との比較） 
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0.5

1.2

2.1

1.5

3.1

1.2

1.5

2.4

1.4

1.0

1.5

33.3

3.2

1.0

1.2

8.0

3.1

3.1

3.3

6.7

3.0

2.4

3.6

3.6

2.9

14.3

6.4

9.5

6.3

10.7

18.5

7.5

26.7

11.9

7.3

7.9

9.3

14.7

3.2

14.3

9.4

9.5

12.7

16.0

16.9

16.3

19.4

18.3

15.8

13.5

22.1

16.1

42.9

27.1

19.0

19.8

21.7

20.0

21.8

20.0

14.9

23.2

23.7

18.1

26.5

29.0

28.6

36.0

18.5

32.9

31.1

24.6

33.9

33.3

34.3

29.3

32.4

36.3

22.1

66.7

32.3

16.7

11.9

16.9

14.8

13.8

14.6

13.3

11.9

17.1

14.4

17.1

8.8

16.1

3.0

29.2

1.3

0.9

1.3

3.0

0.7

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

６か月未満 ６か月～１年未満 １年～２年未満

２年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～10年未満

10年以上 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

全

体

年

齢

別

(3) 介護が必要となってからの期間 

介護が必要となってからの期間をたずねたところ、「５年～10年未満」が31.1％と最も高

く、次いで「３年～５年未満」（21.7％）、「２年～３年未満」（16.0％）、「10年以上」（14.8％）

となっています。＜２年未満＞は15.3％です。 

これまでの調査と比べると、＜５年以上＞が低くなり、＜３年未満＞が高くなる傾向にあ

り、利用者の介護期間は短くなる傾向にあると言えます。 

施設の種類別にみると、介護老人福祉施設等は＜５年以上＞が50％以上を占めています。 

図表２－９ 介護が必要となってからの期間（過去の調査との比較） 
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15.7

6.9
0.9 3.1 5.7

51.3

2.5 2.5 3.8 2.5

25.2

3.8

26.4

6.3
1.3 0.9

0%

20%

40%

60%
単位：Ｎは人、他は％

全体（N=318)

(4) 介護が必要になった主な原因 

介護が必要となった主な原因をたずねたところ、「認知症（アルツハイマー病等）」が51.3％

と最も高く、次いで「高齢による衰弱」が26.4％、「骨折・転倒」が25.2％、「脳卒中（脳出

血・脳梗塞等）」が15.7％となっています。そのほかは７％以下です。 

性別にみると、「脳卒中」は男性が高く、「骨折・転倒」は女性が高くなっています。年齢

別にみると、「脳卒中」は75歳未満が高く、「骨折・転倒」「高齢による衰弱」は高年齢層が

高くなっています（図表２－10）。 

「その他」の原因として、図表２－11の内容が記載されていました。 

図表２－10 介護が必要になった主な原因（複数回答） 

 

 

 

 

区 分 Ｎ 

脳
卒
中
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞

等
） 

心
臓
病 

が
ん
（
悪
性
新
生
物
） 

呼
吸
器
の
病
気
（
肺
気
腫
・

肺
炎
等
） 

関
節
の
病
気
（
リ
ウ
マ
チ
等
） 

認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
等
） 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病 

難
病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
除

く
） 

糖
尿
病 

視
覚
・
聴
覚
障
が
い 

骨
折
・
転
倒 

脊
椎
損
傷 

高
齢
に
よ
る
衰
弱 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

性 
別 

男  性 65 27.7 9.2 1.5 7.7 4.6 49.2 - 6.2 7.7 3.1 16.9 9.2 21.5 10.8 1.5 - 

女  性 239 13.0 6.7 0.8 2.1 5.4 52.7 3.3 1.7 2.9 2.5 26.8 2.5 26.8 4.6 1.3 1.3 

年 

齢 

別 

75 歳未満 15 53.3 20.0 - 6.7 - 33.3 - 6.7 13.3 - 6.7 6.7 13.3 13.3 - - 

75～84 歳 67 13.4 7.5 1.5 1.5 3.0 59.7 6.0 1.5 6.0 3.0 16.4 7.5 11.9 10.4 3.0 1.5 

85～89 歳 82 20.7 3.7 1.2 2.4 6.1 48.8 4.9 4.9 2.4 4.9 20.7 2.4 25.6 3.7 - 2.4 

90 歳以上 139 10.8 7.9 0.7 4.3 6.5 52.5 - 1.4 2.9 1.4 33.1 2.9 33.1 4.3 1.4 - 

要
介
護
度
別 

軽  度 49 8.2 10.2 - 6.1 4.1 53.1 - - 10.2 2.0 32.7 6.1 24.5 6.1 - - 

要介護３ 83 12.0 4.8 - 2.4 6.0 48.2 1.2 3.6 2.4 2.4 24.1 2.4 32.5 8.4 3.6 1.2 

要介護４ 116 18.1 7.8 1.7 3.4 6.9 52.6 5.2 2.6 3.4 1.7 24.1 2.6 25.9 5.2 - 0.9 

要介護５ 69 21.7 5.8 1.4 1.4 4.3 52.2 1.4 2.9 1.4 4.3 23.2 5.8 21.7 5.8 - 1.4 

（注）要介護度別の「軽度」とは要支援１～要介護２の合計（以下同じ）。 

図表２－11 介護が必要になった主な原因（その他） 

・知的障がい（２人） 

・うつ病 

・精神疾患 

・精神障がい 

・神経内科 

・被害妄想 

・配偶者の死去 

・夫の死去 

・家族のがん 

・全身麻酔 

・誤嚥性肺炎 

・急性胆嚢炎 

・低ナトリウム血症 

・大動脈解離で現状維持 

・事故後遺症 

・腰からの歩行障がい 

・生まれてから１年ほどたってから、両足の

長さが違うことに気づいたと親から聞いた 
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25.6

5.4

0.5

2.0

5.9

53.7

3.0

5.9

4.4

15.8

2.5

19.7

8.9

0.5

2.0

20.8

5.4

1.8

1.8

2.4

44.6

2.4

4.2

3.6

14.3

1.2

14.9

10.1

11.9

3.0

17.7

7.2

1.3

3.0

5.1

49.8

3.8

3.4

2.1

21.1

3.8

19.8

8.0

0.4

0.4

15.7

6.9

0.9

3.1

5.7

51.3

2.5

2.5

3.8

2.5

25.2

3.8

26.4

6.3

1.3

0.9

0% 30% 60%

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

関節の病気（リウマチ等）

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

難病（パーキンソン病除く）

糖尿病

視覚・聴覚障がい

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

わからない

無回答

平成22年（N=203）

平成25年（N=168)

平成28年（N=237)

令和元年（N=318)

（選択肢なし）

これまでの調査と比べると、「認知症」が最も高いのは変わりませんが、「脳卒中」が低く

なり、「骨折・転倒」「高齢による衰弱」が高くなっています（図表２－12）。 

図表２－12 介護が必要になった主な原因（過去の調査との比較、複数回答） 
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57.5

19.8 21.7

2.2

19.8

57.9

7.5
13.5

1.9

0%

20%

40%

60%

単位：Ｎは人、他は％

全体（N=318)

３ 施設利用の理由と施設選定の理由 

(1) 施設を利用した理由 

施設を利用した理由としては、「家庭では専門的な介護ができないから」「家族の負担が大

きいから」の２項目が57％台と高くなっています。 

いずれの属性も「家庭では専門的な介護ができないから」「家族の負担が大きいから」の

いずれかが最も高くなっています。そのほかでは、年齢別の90歳以上の「（すぐには入所で

きないと聞いていたので、）あらかじめ申請していたら入所できた」、要介護度別の＜軽度＞

の「先々が心配だから」が28％台と比較的高くなっています（図表２－13）。 

図表２－13 施設を利用した理由（複数回答） 

 

 

 

 

区 分 Ｎ 

家
庭
で
は
専
門
的
な
介
護
が
で
き

な
い
か
ら 

先
々
が
心
配
だ
か
ら 

あ
ら
か
じ
め
申
請
し
て
い
た
ら
入

所
で
き
た 

在
宅
介
護
は
施
設
入
所
よ
り
も
金

銭
的
負
担
が
大
き
い
か
ら 

介
護
者
の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
か

ら 家
族
の
負
担
が
大
き
い
か
ら 

ま
わ
り
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

性 

別 

男  性 65 43.1 13.8 16.9 - 23.1 55.4 6.2 18.5 4.6 

女  性 239 61.5 21.8 22.6 2.9 19.7 58.6 7.5 11.7 1.3 

年 

齢 

別 

75 歳未満 15 73.3 20.0 6.7 - 13.3 60.0 20.0 13.3 6.7 

75～84 歳 67 58.2 22.4 13.4 - 19.4 52.2 1.5 14.9 1.5 

85～89 歳 82 63.4 14.6 19.5 - 23.2 53.7 11.0 13.4 2.4 

90 歳以上 139 52.5 22.3 28.1 5.0 20.1 62.6 5.8 12.2 1.4 

要
介
護
度
別 

軽  度 49 40.8 28.6 12.2 2.0 20.4 61.2 8.2 22.4 4.1 

要介護３ 83 57.8 21.7 24.1 4.8 18.1 60.2 9.6 10.8 2.4 

要介護４ 116 56.9 17.2 25.9 1.7 19.0 57.8 7.8 13.8 0.9 

要介護５ 69 69.6 15.9 18.8 - 23.2 53.6 4.3 10.1 1.4 
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41.8

23.4

6.4

2.8

19.1

43.3

8.5

29.1

4.3

56.6

19.2

14.6

2.5

34.8

53.5

9.1

15.7

10.1

65.7

23.0

17.8

2.2

23.0

54.8

8.7

11.3

5.7

58.6

32.0

12.3

3.9

24.6

49.8

9.9

14.8

3.0

43.5

22.6

7.7

1.2

11.9

44.6

8.9

7.1

31.5

57.4

26.6

17.3

2.5

24.9

57.0

9.7

13.9

0.4

57.5

19.8

21.7

2.2

19.8

57.9

7.5

13.5

1.9

0% 50% 100%

家庭では専門的な介護がで

きないから ・

先々が心配だから

すぐには入所できないと聞

いていたので、あらかじめ

申請していたら入所できた

在宅介護は施設入所よりも

金銭的負担が大きいから・

介護者の体調がすぐれない

から ・

家族の負担が大きいから

まわりからすすめられたか

ら ・

その他

無回答

平成13年(N=141）

平成16年(N=198)

平成19年(N=230)

平成22年(N=203)

平成25年(N=168)

平成28年(N=237)

令和元年(N=318)

これまでの調査と比べると、上記２項目が高いのは同じですが、「家族の負担が大きいか

ら」「あらかじめ申請していたら入所できた」はこれまでで最も高くなっています（図表２

－14）。 

図表２－14 施設を利用した理由（過去の調査との比較、複数回答） 
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「その他」として、図表２－15の内容が記載されていました。 

図表２－15 施設を利用した理由（その他、添え書き） 

・一人暮らし（17人） 

・一人で家にいると、ぼけると聞いた 

・一人暮らしで、子どもが離れて生活している 

・居住地の近くに介護者がいないため、娘の居住

地の近くに転居し入所した 

・独居で、娘は嫁いでいる 

・家族が遠方 

・長男が神奈川県に住んでいて､遠距離での介護が

困難 

・夫婦二人暮らしであったが、妻が入院し一人で

は生活できなかった 

・本人が行きたいと言った 

・家が農家で、農繁期には見守りができない 

・本人に被害妄想がある 

・歩行困難になった 

・歩行できない 

・腰からの歩行障がいのため、一人での日常生活

ができない 

・歩行できなくてリハビリが必要なのに、入院先

ではリハビリしてもらえなかった 

・リハビリ 

・大動脈解離で、移動すると内出血しあざになる

ため、現状維持のためデイケア利用 

・徘徊 

・徘徊が数回あった 

・特に夜中の徘徊があり、家族の見守りが限界で

あった 

・夜に110番をしたりするので､他市から娘が泊ま

り込む毎日だった 

・要介護者は一人暮らしで、糖尿病と認知症があ

って、日常生活維持が難しかった。加えて、グ

ループホームに入居したが、施設と変わらない

内容で、減免などの適用がされず、経費負担が

大きかった 

・家族から介護サービスを受けられなくなって､措

置入所 

・同居していた親族による虐待（ネグレクト、身

体的、経済的） 

・措置入院（３人） 

・入院費が払えなくなった、生活保護 
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12.6

45.9

8.8

39.0

8.2 11.9 9.7 11.3

2.2

0%

20%

40%

60%

単位：Ｎは人、他は％

全体（N=318)

(2) 施設の選定理由 

現在の施設をどのような理由で選んだかたずねたところ、「ケアマネジャーのすすめ」が

45.9％と最も高く、次いで「自宅から近い」が39.0％となっています。理由をすべて合計す

ると147.4％となり、複数の選定理由によることがうかがわれます。 

属性別にみると、いずれも上記２項目が高くなっていますが、そのほかでは、年齢別の75

歳未満の「金額で選んだ」、要介護度別の要介護５の「以前、利用したことがある」が20％

以上です（図表２－16）。 

図表２－16 施設の選定理由（複数回答） 

 

 

 

 

区 分 Ｎ 

以
前
、
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
す
す
め 

評
判
が
よ
い 

自
宅
か
ら
近
い 

金
額
で
選
ん
だ 

家
族
・
親
族
・
知
人
か
ら
の
紹

介 か
か
り
つ
け
医
や
入
院
先
か

ら
の
紹
介 

そ
の
他 

無
回
答 

性 
別 

男  性 65 13.8 43.1 1.5 35.4 7.7 10.8 7.7 16.9 4.6 

女  性 239 12.6 46.0 11.3 40.6 7.9 12.1 9.6 9.6 1.7 

年 

齢 

別 

75 歳未満 15 6.7 73.3 13.3 26.7 20.0 6.7 13.3 6.7 - 

75～84 歳 67 9.0 43.3 3.0 34.3 7.5 10.4 4.5 16.4 4.5 

85～89 歳 82 15.9 40.2 15.9 40.2 4.9 12.2 9.8 9.8 3.7 

90 歳以上 139 13.7 46.0 7.9 43.2 8.6 12.9 10.8 10.1 0.7 

要
介
護
度
別 

軽  度 49 16.3 40.8 8.2 42.9 6.1 6.1 14.3 18.4 4.1 

要介護３ 83 9.6 54.2 4.8 30.1 7.2 13.3 9.6 9.6 1.2 

要介護４ 116 7.8 45.7 8.6 43.1 10.3 12.9 9.5 8.6 1.7 

要介護５ 69 21.7 40.6 14.5 40.6 7.2 13.0 7.2 13.0 1.4 

（注）「チラシやセールスにより」と答えた人はいなかった。 
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38.3

17.0

0.7

22.0

－

17.7

9.2

9.2

4.3

27.8

37.4

8.6

31.3

－

12.1

15.7

11.1

14.6

19.6

44.3

9.1

37.0

(選択肢なし)

1.7

13.9

15.7

8.3

5.7

23.2

43.3

10.3

33.5

0.5

18.7

10.8

11.3

3.9

13.1

30.4

7.7

23.8

－

13.7

8.9

8.3

32.7

18.6

40.1

10.1

34.2

6.8

0.8

12.2

14.8

11.4

1.7

12.6

45.9

8.8

39.0

8.2

－

11.9

9.7

11.3

2.2

0% 50% 100%

以前、利用したことがある

ケアマネジャーのすすめ

評判がよい

自宅から近い

金額で選んだ

チラシやセールスにより

家族・親族・知人からの紹介

かかりつけ医や入院先からの紹介

その他

無回答

平成13年(N=141）

平成16年(N=198)

平成19年(N=230)

平成22年(N=203)

平成25年(N=168)

平成28年(N=237)

令和元年(N=318)

これまでの調査と比べると、概ね同様の結果となっています。「以前、利用したことがあ

る」は低下傾向にあります（図表２－17）。 

図表２－17 施設の選定理由（過去の調査との比較、複数回答） 
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「その他」として、図表２－18の内容が記載されていました。 

図表２－18 施設の選定理由（その他、添え書き） 

・見学して施設の雰囲気が気に入った 

・施設の雰囲気 

・清潔だから 

・リハビリが受けられる 

・何度もいろいろな施設に足を運び、３つの施設

にしぼったうちの１つです。とても良いスタッ

フだから 

・施設見学の結果 

・希望に合っている 

・ショートステイから出なくてはいけない時期に、

20件ぐらい頼み歩いたところ、1件だけ受け入れ

ると言ってくださった 

・入所可能な施設を探していたところ、空きの連

絡を受けた 

・特養を何件も申し込みをした中から、しばらく

して入所の打診をしてくださった 

・いくつもの申し込みの中から､なんとか入れてい

ただいた 

・一番早く入所可能の通知があった 

・いろいろ申請していて、はじめに入所できた 

 

・申請して、申し込みの順番がきた 

・７か所の施設を申し込み、新設のため入所する

ことができた 

・複数の施設への申請 

・空室はこの施設だけだった 

・他になかった 

・とにかく入れてもらえるところ 

・受け入れる施設がないため、今の施設のように、

自然と高い施設か家から不便なところの施設し

かない 

・夫が入所していた 

・前に入所していた施設の紹介 

・グループホームからの紹介 

・ケアセンターからの勧め 

・メディア 

・措置入院（３人） 

・措置入所（２人） 
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1.9

3.1

1.3

4.5

2.4

1.0

1.5

14.3

6.1

2.6

14.2

9.2

16.3

26.7

9.0

15.9

15.8

20.2

7.4

14.3

6.1

16.9

17.2

11.6

13.8

4.6

15.5

20.0

10.4

12.2

14.4

9.8

30.9

20.4

12.0

13.8

11.6

27.7

21.5

29.7

13.3

26.9

26.8

30.9

35.2

20.6

3.2

14.3

18.4

26.5

31.0

30.4

10.1

6.2

11.3

6.7

10.4

7.3

12.2

8.8

14.7

66.7

6.5

12.2

12.0

6.0

13.0

3.5

4.6

2.9

7.5

2.4

2.2

0.5

4.4

33.3

16.1

6.1

2.4

4.3

23.0

41.5

18.0

20.0

26.9

24.4

20.9

18.7

10.3

74.2

57.1

26.5

21.7

19.8

27.5

3.8

4.6

3.8

6.7

4.5

4.9

2.9

5.2

2.9

2.0

3.6

3.4

5.8

2.2

4.6

1.3

6.7

3.7

0.7

0.5

7.4

2.0

4.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

軽 度 （N= 49)

要介護３ （N= 83)

要介護４ （N=116)

要介護５ （N= 69)

50,000円以下 50,001～70,000円 70,001～90,000円

90,001～110,000円 110,001～130,000円 130,001～150,000円

150,001円以上 わからない 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

年

齢

別

要

介

護

度

別

４ 利用者負担 

令和元年11月分の利用者負担金（日常生活費、差額ベッド代等を含みます）はどれくらいか

たずねたところ、「90,001円～110,000円」が27.7％と最も高くなっています。次いで「150,001

円以上」が23.0％、「50,001円～70,000円」が14.2％、「70,001～90,000円」が13.8％、「110,001

円～130,000円」が10.1％となっています。 

施設の種類別にみると、「150,001円以上」が介護老人福祉施設等は18.7％、介護老人保健施

設は10.3％であるのに対し、グループホーム、その他の施設は50％以上となっています（図表

２－19）。 

図表２－19 １か月分の利用者負担金 
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36.2

37.6

4.3

4.3

1.4

1.4

－

14.9

22.7

39.4

18.7

7.1

4.0

3.0

1.0

4.0

7.0

18.7

12.2

27.4

13.5

7.8

6.5

7.0

11.3

30.0

14.8

18.7

4.4

6.4

6.4

7.9

3.0

16.7

13.1

13.7

1.2

3.6

13.7

35.1

3.0

18.1

10.5

20.7

10.5

7.2

27.4

2.6

1.9

14.2

13.8

27.7

10.1

3.5

23.0

6.0

0% 20% 40% 60%

50,000円以下

50,001～70,000円

70,001～90,000円

90,001～110,000円

110,001～130,000円

130,001～150,000円

150,001円以上

わからない・無回答

平成13年(N=141）

平成16年(N=198)

平成19年(N=230)

平成22年(N=203)

平成25年(N=168)

平成28年(N=237)

令和元年(N=318)

施設・在宅間の利用者負担の公平性、介護保険制度の持続可能性を高めるなどの観点から、

施設の居住費・食費の負担化、一定以上所得者の負担割合の引き上げが行われたことや、ユニ

ット型の増加などにより、全般的に自己負担は多くなってきています。 

これまでの調査と比べると、年により増減はありますが、＜70,000円以下＞が低下し、

「150,000円以上」が高くなる傾向にあります（図表２－20）。 

図表２－20 １か月分の利用者負担金（過去の調査との比較） 
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4.4

3.6

3.4

1.3

4.6

0.4

6.7

3.0

0.7

0.5

2.9

4.1

1.2

1.4

78.8

53.0

84.4

88.4

73.8

92.1

86.7

83.6

84.1

93.5

97.4

63.2

66.7

93.5

71.4

83.7

85.5

91.4

89.9

9.9

7.1

8.0

7.9

16.9

5.4

9.0

13.4

5.0

1.0

26.5

33.3

6.5

14.3

8.2

9.6

7.8

5.8

0.6

2.1

1.3

1.5

1.3

1.5

1.2

0.7

0.5

2.9

14.3

2.0

1.2

0.9

1.4

2.0

2.4

1.3

0.6

0.8

3.0

2.9

2.0

1.2

4.9

33.3

0.8

0.6

3.1

6.7

1.2

0.5

1.5

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

軽 度 （N= 49)

要介護３ （N= 83)

要介護４ （N=116)

要介護５ （N= 69)

自宅 現在の施設 他の施設 病院 その他 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

年

齢

別

要

介

護

度

別

全

体

５ どこで介護を受けたいか 

今後どこで介護を受けたいかをたずねたところ、「現在の施設」が88.4％を占めています。「自

宅」は1.3％、「他の施設」は7.9％（25人）です。現在利用している施設の種類別にみると、い

ずれも「現在の施設」の希望が高くなっていますが、介護老人保健施設では「他の施設」を希

望する人が26.5％（18人）となっています（図表２－21）。 

「その他」として、「夜間の介護が大変なので、受け入れてもらえるなら、どこでもよいので

施設入所を希望」「金銭的にきびしいので、要相談」が記載されていました。 

図表２－21 どこで介護を受けたいか（過去の調査との比較） 
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84.0

72.7

92.3

8.0

9.1

7.7

4.0

9.1

4.0

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=25)

男 性（N=11)

女 性（N=13)

介護老人福祉施設等

介護老人保健施設（老人保健施設）

グループホーム

その他

性

別

全

体

「他の施設」と答えた25人に希望する施設をたずねたところ、「介護老人福祉施設等（特別養

護老人ホーム、地域密着型特別養護老人ホーム）」が84.0％（21人）、「介護老人保健施設」が8.0％

（２人）、「グループホーム」が4.0％（１人）と答えています（図表２－22）。 

「その他」として、「今より安い施設」が記載されていました。 

図表２－22 希望する施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）「介護医療院、介護療養型医療施設（療養病床）」と答えた人はいなかった。 
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55.0

47.7

59.0

40.0

53.7

50.0

64.0

53.9

58.8

33.3

67.7

71.4

57.1

56.6

56.0

50.7

36.2

43.1

34.3

40.0

43.3

37.8

30.9

38.9

33.8

66.7

22.6

28.6

34.7

34.9

36.2

37.7

2.8

3.1

2.5

6.7

3.0

2.4

2.2

3.6

3.2

4.1

1.2

2.6

4.3

6.0

6.2

4.2

13.3

9.8

2.9

3.6

7.4

6.5

4.1

7.2

5.2

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 （N=318)

男 性 （N= 65)

女 性 （N=239)

75歳未満 （N= 15)

75～84歳 （N= 67)

85～89歳 （N= 82)

90歳以上 （N=139)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

軽 度 （N= 49)

要介護３ （N= 83)

要介護４ （N=116)

要介護５ （N= 69)

知っている 知らない 利用している 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

年

齢

別

要

介

護

度

別

６ 成年後見制度 

(1) 成年後見制度の認知度 

認知症などにより判断能力が不十分な人の権利を擁護するための成年後見制度について

は、「知っている」が55.0％、これに「利用している」（2.8％）を加えた認知度は57.8％で

す。認知度が比較的高いのは、施設の種類別のグループホーム、その他の施設で70％を上回

っています。 

図表２－23 成年後見制度の認知度 
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7.9

11.9

7.2

8.3

10.8

6.9

7.6

8.9

9.5

3.6

6.7

10.5

6.5

8.2

33.8

20.3

37.7

33.3

26.2

43.1

33.3

35.8

27.0

33.3

42.9

14.3

20.0

32.9

39.3

36.1

54.5

61.0

52.0

33.3

60.0

44.4

57.6

52.0

57.1

66.7

53.6

71.4

66.7

53.9

53.3

47.5

3.8

6.8

3.1

25.0

3.1

5.6

1.5

3.4

6.3

14.3

6.7

2.6

0.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 （N=290)

男 性 （N= 59)

女 性 （N=223)

75歳未満 （N= 12)

75～84歳 （N= 65)

85～89歳 （N= 72)

90歳以上 （N=132)

介護老人福祉施設等

（N=179)

介護老人保健施設・

（N= 63)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 28)

その他 （N=  7)

軽 度 （N= 45)

要介護３ （N= 76)

要介護４ （N=107)

要介護５ （N= 61)

利用したい 利用したくない わからない 無回答

施
設
の
種
類
別

性

別

年

齢

別

要

介

護

度

別

(2) 成年後見制度の利用意向 

前問で「１．知っている」「２．知らない」と回答した人の成年後見制度の今後の利用意

向をたずねたところ、「利用したい」は7.9％（23人）となっています。「わからない」が過

半数を占めています。 

利用意向が高いのは、年齢別の75～84歳、要介護度別の要介護３で10％を上回っています。 

図表２－24 成年後見制度の利用意向 
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47.8 21.7 4.3 21.7 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 （N=23)

すぐにでも １～２年後

３～５年後 介護者がいなくなったら

無回答

69.6 13.0 8.7 4.3 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体 （N=23)

親族 弁護士・司法書士などの専門職

社会福祉協議会などの法人 その他

無回答

(3) 成年後見制度の利用時期 

成年後見制度を「利用したい」と回答した23人に、いつから利用したいかをたずねたとこ

ろ、「すぐにでも」が47.8％（11人）と最も高くなっています。「１～２年後」「介護者がい

なくなったら」がそれぞれ21.7％（５人）となっています。 

図表２－25 成年後見制度の利用時期 

 

 

 

 

 

（注）「その他」と答えた人はいなかった。 

 

(4) 希望する成年後見人 

成年後見制度を「利用したい」と回答した人に、だれに後見をしてほしいかをたずねたと

ころ、「親族」が69.6％を占めています。「弁護士・司法書士などの専門職」が13.0％、「社

会福祉協議会などの法人」が8.7％となっています。 

図表２－26 希望する成年後見人 
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７ 調査票の記入者 

調査票の記入者は「家族」が83.6％を占めています（図表２－27）。 

「その他」、添え書きとして、図表２－28の内容が記載されていました。 

図表２－27 調査票の記入者（過去の調査との比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２－28 調査票の記入者（その他、添え書き） 

・長女（２人） 

・子 

・娘 

・義兄 

・義弟 

・義妹 

・甥（３人） 

・姪 

・親戚（３人） 

・後見人（７人） 

・社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5

4.8

1.7

2.8

2.1

4.4

33.3

3.2

54.2

47.6

84.8

83.6

86.0

91.2

66.7

93.5

71.4

40.9

44.0

3.4

1.6

2.1

14.3

1.0

2.4

6.8

7.2

9.3

4.4

3.2

14.3

1.5

1.2

3.4

4.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年 （N=203)

平成25年 （N=168)

平成28年 （N=237)

令和元年 （N=318)

介護老人福祉施設等

（N=193)

介護老人保健施設・

（N= 68)

介護医療院等 ・

（N=  3)

グループホーム ・

（N= 31)

その他 （N=  7)

本人 家族 施設職員 その他 無回答

施
設
の
種
類
別

全

体



123 

８ 意見・要望 

(1) 特別養護老人ホーム利用者 

○特別養護老人ホームでも、機能訓練などのリハビリ等ができるような指導ができれば、あり

がたいです。 

○特養でも、通所等でやるような歌やレクリエーションなど毎日の活動をしていただけるとあ

りがたいです。 

○介護・看護の人の人数が少ないと思います。（現在の施設において）不満というわけではあり

ませんが、手の行き届かない現状もあり、費用・本人負担が増えても、十分な人員を確保し

てほしいと思います。規定の数は満たしているのでしょうが、制度の見直しをお願いしたい

ものです。 

○脚が悪く車いすが欠かせないため入所したが、体調も良く健康的な生活ができ、本人も満足

している。終身面倒みていただけることに、本人も家族も感謝している。 

○100歳の母を施設でみてもらって、長男の嫁として大変助かっています。昔なら家でみなけれ

ばならず、嫁の心や体の負担が多いので、ありがたいです。 

○伊吹地区にも、特養をぜひ造ってほしい。現在の施設まで遠く、家族が行くのが大変。 

○今の施設でよろしいが、悪くなったら入院なので心配です。 

○現在利用している施設では、大変丁寧にしていただいております。ありがたく思っています。 

○施設の人には大変お世話になり、感謝しています。 

○大変な人をよくみていただき、ありがたいです。 

○年金生活では、毎月の施設の利用料金の支払いが大変です。 

○一人暮らしで収入がないのに、貯蓄があるからと言って、施設の利用料が高くなるのはいか

がなものか。 

○有料老人ホームやデイサービスなど、介護施設の見学ツアーを計画してほしい。 

○現在の施設に入所するにあたって、大変な思いをしました。父が急死し、母一人残ったため、

認知症である母をどこへ入所させればいいのか全く情報がなく、役場に聞いても明確な答え

が得られず、途方に暮れたしだいです。なぜ公共の相談窓口がしっかりされていないのか、

過去形ですが不思議でした。 

○家族として、施設さがしや施設の内容について知るのに、大変時間と労力を使い、介護しな

がらの同時進行は本当に大変でした。市役所が悪いとは言いませんが、最後は家族が勉強し

調べ足を運び手続きをしないと、前に進まないのだと痛感しました。やっと施設に申し込ん
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でも、状態の悪い人が後からくれば、次々後ろになり、順番が回ってきません。私たちは入

ることができましたが、もう二度とこんな思いはしたくないと思うのが本音です。  

○成年後見制度について、本人が認知症のため、以前は知っていたかもしれないが、現在は分

からない。意思の確認もできません。 

○このアンケートは何に反映するのか理解できません。今の時点でも、くらし支援課が承知し

ていると思っていますが。  

○最初は月10万円ぐらいでしたが、役場に通帳を見せたら、月19万円ぐらいになった。もう少

し安くしてほしい。 

○施設利用負担金が、本人の年金程度になれば良いと思います。家族としては、いつまで払い

続けなければならないのかと不安に思います。 

○今の時点で、施設利用負担金に差額があり、一律を希望します。 

○このアンケートの時期ですが、なぜ忙しい年末年始にかけてのタイミングなのでしょうか？

ただでさえ忙しいのに､大掃除やら孫たちが帰ってくるのでバタバタしているので、今回はア

ンケートを出すのをやめようと思っていました。差し支えなければ、他の時期でもよいので

は。  

 

(2) 老人保健施設利用者 

○今後の日本は、どうなるのでしょうか。このままでは本当に終わりです。超介護社会、なん

とかしないと。賢い政治家を望みます。 

○あらかじめ申請していても、入所まで時間がかかります。 

○老健に入所中です。一時帰宅をしても、元の状態（転倒し一時的に認知症になり、朝夕が反

対）になることが心配です。家族もだんだん体の調子が悪くなっているので、一日でも長く

施設においてもらえるのなら安心でありがたいです。 

○老人保健施設の利用ができて、とても助かっています。ありがたいと思っています。  

○現在認知症がひどく、すでに申請している特別養護老人ホームに早く入所させてほしい。一

人暮らしのため、親戚の私が代理申請し、介護も今までみてきた。私も心筋梗塞で、明日の

我が身がいつどうなるかわからない。今、●●●●で、今後●●●●●●●●●に戻る予定。

●●は遠く、76歳では面会に行くのが大変です。 

○「●●●●●●●●●」でお世話になっていましたが、10月20日退所し、以降デイケア・デ

イサービスを利用させてもらっています。 
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○いつも親切にしていただいて、ありがとうございます。 

○母は認知症で記憶ができません。これ以上点数が使えないので、個室の整理は家族でしてく

ださいとのことですが、家族が高齢になり、トイレの掃除、タンスの整理、ベッドメイキン

グなどできなくなると、どうなるのか不安です。昨年の認定の時より状態がだいぶ悪くなり、

歩行は付き添いがついてようやくできるぐらいです。暗くなってもじっとしていることが多

く、より多くの見守りが必要と思います。要介護１のままでは、母の日常生活を家族の負担

で続けなければならず、自身の年齢を考えると不安です。 

 

(3) グループホーム利用者 

○今後も継続して手厚い介護をお願いします。 

○施設等の負担金が高い。 

○介護保険制度が始まった平成12年度から19年が経過したが、社会保障経費は想定された以上

にすぐに膨れ上がっています。制度開始当初から言われていたことでもあります。消費税を

10％に引き上げ、自己負担割合の増加などと、施策検討がされているが、利用者の収入は減

る中で、国・行政として、この制度が持続できうるよう、利用者目線にたった改革を進めら

れるようお願いしたい。 

○グループホームは居宅サービス扱いとされていますが、利用実態は施設サービスと同様で、

利用料金は相当に割高となります。また、負担減の対象とならないことからも、利用者負担

金の軽減につながる何らかの方策を検討できませんか。 

○現在の施設で安心して、ほぼほぼ満足していますが、月々の利用者負担がもう少し安ければ

大満足です。例えば10万円/月程度であれば。 

○施設では十分な介護を実施され感謝しています。家族としては、できる限り負担は少なくし

たいため、税額控除等を国へ働きかけていただけたらありがたいです。 

○いろんなアンケートが市からくるが、本当に役に立っているのでしょうか？ 反映されてい

るのでしょうか？ ありきたりの質問だけで、何がわかるのですか？ 福祉関係の市役所の

人たちは、１か月程度福祉施設へ研修に行かれてはいかがですか。そうすると、もう少しま

しなアンケートが作れると思うのですが･･･。市役所の考え方はあまいと思います。このよう

な意見は抹殺されるのでしょう。 
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